
住宅地造成土量計算業務に活用

住宅地造成現場において、切り土・盛り土した現場を設計高と比較し施工
管理するためにVRSを用いた現況観測を日々行っている。VRS観測を利用

する事により、迅速な土量計算の結果報告を得る事が可能となり、工期短
縮や作業効率アップに繋がっている。
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